
 

（第２号様式） 
令和５年４月 24 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立追浜高等学校長（定時制）  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の学習意

欲を向上させ、

基礎的・基本的

な知識の習得が

できる教育課程

の編成に取り組

む。 

②学び直しや生

徒が互いに学び

合う学習活動を

取り入れるな

ど、知識・技能

の習得のみなら

ず、それらを活

用する力を育む

魅力ある授業を

展開する。 

①学期ごとの中間

評価を行い、生徒

が自らの学習を振

り返り、主体的に

学べるようにす

る。 

②習熟度別学習や

ＴＴにより、生徒

一人ひとりのニー

ズに応える授業を

行う。 

②「聴く力」を高

める取組を継続

し、自分の考えを

表現する力を育成

する。 

①科目ごとに、単

元のまとまりな

ど、評価時期や方

法を工夫して中間

評価を実施する。 

 

②中間評価等を利

用し、生徒の学習

状況を正確に把握

し、授業改善に取

り組む。 

②集会や講演会な

どでの取組を継続

する。 

 

①自分の学習につ

いての態度が改善

されたか。 

 

 

 

②生徒の授業に対

する満足度が上昇

したか。 

 

 

②自分の考えをま

とめて表現する場

面がこれまで以上

に設定できたか。 

     

２ 
 
生徒指導・支
援 

①生徒一人ひと

りの抱える課題

を踏まえ生徒と

向き合い、生徒

から信頼される

指導・支援を行

う。 

 

 

②学校行事や部

活動への積極

的・主体的な参

加を促進し、自

己効力感を高

め、他者尊重に

基づく規範意識

を醸成する。 

①生徒一人ひとり

の状況把握を適時

に行い、情報共有

に基づく支援を組

織的に行う。 

 

 

 

 

②学校行事や部活

動への参加を通じ

て、自他ともに尊

重することや、対

話による課題解決

の経験を重ねる。 

①生徒一人ひとり

の状況把握のため

に定期的な情報共

有を継続的に行

う。また、必要に

応じて支援検討委

員会や外部機関と

の連携を通して支

援の充実を図る。 

②学校行事や委員

会活動等におい

て、生徒会を中心

とした主体的かつ

協働的な取組みを

推進する。 

②部活動への積極

的な関わりを通し

①生徒一人ひとり

の状況把握のため

に定期的な情報共

有を行うことがで

きたか。また、支

援の充実のために

外部との連携を適

切に行うことがで

きたか。 

 ②生徒が学校行

事や部活動等に主

体的かつ積極的に

関われたか。ま

た、取組みを通し

て、自己効力感や

自己肯定感、他者

を尊重する意識の

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

 て、自己肯定感と

協調性を育む。 

向上を図ることが

できたか。 

３ 
進路指導・支
援 

生徒一人ひとり

の自己実現を目

指した体系的な

キャリア教育を

推進する。 

 

○社会の中で、よ

り良く生きる力

を、在学中に身に

つけられるよう、

組織的な対応を行

う。 

○外部関係者を活

用し、進路に関す

る説明会や会社見

学などを計画的に

実施する。 

○キャリア・パス

ポートを活用す

る。 

○進路を決定して

卒業する生徒の割

合が増加したか。 

 

 

○キャリア・パス

ポートを活用する

ことができたか。 

     

４ 
地域等との協
働 

学校行事や地域

貢献活動を通

し、保護者や地

域に信頼される

学校づくりを推

進する。 

 

○学校行事や授業

公開などにより、

追定の魅力を積極

的に外部に発信す

る。 

 

 

○可能な地域貢献

活動を行うととも

に、地域・外部資

源の活用を推進す

る。 

 

○ＰＴＡと共催の

授業公開及び中学

校教員対象の授業

公開を行う。 

○学校紹介動画を

作成し、中学校へ

配付する。 

○地域とのかかわ

りや外部資源の活

用を通して、地域

との連携を深め、

貢献を体感できる

活動を行う。 

○授業公開などに

より、中学校や保

護者との連携が深

まったか。 

○生徒の教育活動

を発信することが

できたか。 

○地域との連携を

深め、貢献する活

動を行うことがで

きた。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒の安全・

安心が確保され

た、信頼される

学校づくりを進

める。 

 

 

②ワーク・ライ

フ・バランスを

中心とした働き

方改革を実現

し、事故・不祥

事のない、信頼

される学校づく

りを進める。 

①生徒・保護者へ

の丁寧な対応、事

故防止の徹底、適

切な情報提供によ

り、安心安全な学

校づくりをする。 

 

②不祥事防止の徹

底とともに職員の

働き方改革を実現

し、職員が心身と

もに充実して生徒

の指導支援を行え

るようにする。 

①生徒の安全・安

心が確保されるよ

う防災備品を整備

管理し、防災訓練

を通して、防災意

識を高める。 

  

②不祥事防止と効

率化を目指した業

務改善をする。 

①防災訓練を定期

的かつ効果的に行

い、防災意識を高

めるとともに、防

災備品の整備・管

理が確実にできた

か。 

②不祥事防止会議

の内容と職員の意

識の向上と効率化

を目指した業務改

善ができたか。 

     

 


